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橿原美容専門学校細則 

 

第１章 生徒出欠規定（別科 通信課程はこれに準じる。） 

第１条 生徒出席調査は次の場合に行う。 

一 ホームルームの時間 

二 各授業時限（定期考査を含む。） 

三 校内及び校外の行事 

第２条 出欠調査は、欠席・遅刻・早退・欠課を以て表す。 

第３条 登校すべき日に始業時から終業時まで全日出席しない場合は、これを欠席と

し、第１条の一、二あるいは三のいずれかに出席しない場合は、これを欠課

とする。 

第４条 登校すべき時刻より、遅れて登校した場合は遅刻とする。 

第５条 終業時刻をまたないで下校した場合は早退とする。 

第６条 各授業時限の出欠は最初の氏名点呼のときを以て基準として、以後は当時限

の遅刻とする。ただし、２０分を経過した場合は欠課とする。 

第７条 各授業時限の終了より早く退出した場合は当時限の早退とする。 

      ただし、授業終了前の２０分を超えて退出した場合は欠課とする。 

第８条 親族が死亡した場合は、速やかに届け出なければならない。 

      この場合、次の日数の忌引が認められる。 

一  父母       ・・・ ７日 

二  祖父母・兄弟姉妹 ・・・ ３日 

三  伯叔父母     ・・・ １日 

第９条 交通機関の事故・災害・その他、やむを得ざる事故等によって欠席、あるい

は遅刻・早退した場合は、それぞれが正当なものであることを認められれば

出席扱いとする。 

     ２ 学校の指導下において発生した事故に限り、通院や治療に関わる欠課等につ

いては公欠に準ずる措置を講じることもある。 

第１０条 対外競技・入学試験・就職試験等によって、授業を欠くときは、あらかじめ

校長に願い出て、正当と認められた場合は公欠として、出席扱いとする。 

第１１条 法定伝染病発生の場合、速やかに届け出なければならない。この場合登校停

止を命じたときは、忌引と同じ扱いとする。 

第１２条 ホームルーム担任はホームルーム出席簿によって、生徒の日々の出欠を調査

整理し、その出席状況を毎月報告しなければならない。 
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第１３条 各授業時限の出欠は、教科担当者が出席簿によって、調査し、記入するもの

とする。 

第２章 履修 

第１４条 学校が教育計画に従って学年毎に履修すべきものと定めた全てを履修しなけ

ればならない。 

第１５条 出席日数についての必要事項は別に校長が定める。 

第１６条 年間出席時数が必要数を満たした場合は、それらの課程を履修したものと認

める。 

第３章 成績評定 

第１７条 所定の指導計画に従って履修した学習の時間について、その目標に従い分析

評価し、それらを総合的なものとして成績評定を行う。 

    ２ 成績評価は、同一学年にあっては同一基準によることを原則とする。 

第１８条 成績評価は、次のとおりに行う。 

   一 各学期の成績評価は１００点法とする。 

   二 学年末成績評価は各学期の成績評価の相加平均とする。 

   三 成績評価は平常素点と考査素点の合計点とする。 

第１９条 各学期の成績評価は次の比率により算出することを原則とする。 

       考査素点   学科・・・７０％   実技を伴う課目・・・８０％  

平常素点   学科・・・３０％   実技を伴う課目・・・２０％ 

第２０条 各学期における出席日数・出席時間数が必要時間に満たない者、及び各教科

の成績が６０点未満の者について、授業時間外で補習を受けることができる。 

      ただし、補習は、学期ごとの長期休暇の指定日に実施する。 

第２１条 病気その他やむを得ない事由により考査を欠いた場合は次の各項を適用する。 

   一 学期の定期考査を欠いた場合、当該科目の平均点の７０％以下として、考査

点とする。 

   二 公欠・忌引・出席停止・その他学校が認める特別な事情がある場合は、その

当該科目の平均点の７０％以上とする。 

第２２条 考査 

    一 考査中不正行為等を行った者は当該科目の考査点は０とする。 

   二 考査開始２０分までに入室した場合は考査を受けることができる。 

    三 考査開始２０分を過ぎた場合は欠席扱いとし、第２１条の一として処置する。 

第２３条 原級留置 

    次の各項に該当する者は原級に留めおく者として職員会議の審議を経て、校長が

これを定める。 
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    一 出席日数が必要授業日数に満たない者。もしくは、学校が定める補習授業を経

ても必要授業日数が満たない者。 

    二 単位の修得が認定されない者。もしくは、学校が定める補習授業を経ても単位

の修得が満たない者。 

第２４条 別科通信課程においては学年を単位として昼間課程の評価に準じる。 

第２５条 各学期の成績・単位修得の認定・進級・卒業に関しては、職員会議の審議を

経て校長がこれを行う。 

第４章 生徒の指導に関する規定（別科 通信課程はこれに準じる。） 

人権尊重の精神に徹する。 

 第２６条 服装 

      服装は清潔と簡素を旨とし、常に端正であること。 

第２７条 言語・態度 

    一 お互いの人権を尊重し、常に思いやりの心を持って人に接すること。 

    二 言葉使いや態度は気品を保ち、礼儀をわきまえ自己の言動に対して責任を持

つこと。 

    三 独断に走ることなく、何事にも知性と理性を持って対処し、暴力に訴えない

こと。 

    四 差別を助長する行為、いじめにつながる行為はこれを禁ずる。 

 第２８条 所持品 

    一 所持品は自己責任とし、記名、管理を忘れず、不要な物品及び必要以上の金

銭は持参しないこと。 

    二 金品の盗難・紛失・拾得についてはホームルーム担任に届け出てその指導を

受けること。 

 第２９条 校内生活の規律 

    一 生徒は学校の定めた下記の時刻までに登校、又は下校すること。早出・居残

る場合は、ホームルーム担任の許可を受けること。 

          登校   ８時５０分 

          下校  １７時００分 

    二 登校後は許可なく校外に出ないこと。 

      私用のためやむなく外出する場合はホームルーム担任に届け出ること。 

    三 校舎内への出入は生徒昇降口を使用すること。 

    四 廊下、教室・ロッカーの整頓・清潔に留意し、環境の美化に努めること。 
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    五 授業中は、静粛にし、まじめに学習に取り組むこと。 

    六 外来者に対しては、礼儀と親切をもって接すること。 

    七 緊急、非常に際しては、教職員の指示に従い秩序ある行動を取ること。 

    八 校舎、校具等の公共物は、常に清潔と整備に努め、落書き等の行為をしない

こと。 

    九 校舎、校具を破損又は汚損した場合は直ちに届け出て処置をうけること。 

    十 器具を使用する場合は、許可を受けると共に後始末と整備を忘れないこと。 

   十一 校内で社会福祉・救援活動の署名及び、募金活動、印刷物を配布する場合は、

学校に届け出てその許可を受けること。 

 第３０条 校外活動の規則 

    一 校外においても、常に本校生徒としての自覚のもとに責任ある行動をとるこ

と。 

    二 生命尊重の精神に徹し、交通道徳を遵守して安全に留意すること。 

    三 法的に禁じられている場所、その他生徒として適当でない場所に出入りしな

いこと。 

    四 電車・バス等の車内における言動は特に注意し、助け合い、親切を旨とする

こと。 

    五 アルバイトは原則として禁止する。ただし特別の事情のある者は、事前に  

ホームルーム担任に届け出ること。 

 第３１条 その他  

    一 自転車・自動車の通学は認めるが担任に届け出ること。ただし、単車での通

学は認めない。 

    二 校内での政治活動はいっさい行わないこと。 

第５章 服装規定 

 第３２条 服装・防寒着・下靴・靴下等 

      男子・女子とも特に定めていないが、簡素を旨とし、常に端正であるもの。 

第３４条 上靴 

      男女共、本校規定のものを使用する。 

第６章 特別指導規定 

 第３３条 懲戒は訓告、停学、退学とし、いずれの場合も保護者を呼び出し行う。 

 第３４条 特別指導は、次の各項に該当する生徒について行う。 

     一 生徒の本分を逸脱した政治活動を行い、学校の秩序を破壊したもの。 

     二 学校の備品、校具並びに他人の金品を横領又は窃取したもの。 

     三 校舎、備品、校具並びに他人の所有物を故意に汚損又は破損したもの。 
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     四 出席が常でなく、故意に学業を放棄したもの。 

     五 故意に授業の進行を妨げたもの。 

     六 考査において、不正な行為のあったもの。 

     七 教師に対し、脅迫又は侮辱の言動をなし、暴力を加えたもの。 

     八 他人に対して暴力を加え、又は傷害を与えたもの。 

     九 他人に対して脅迫又は教唆、煽動等の行為をしたもの。 

     十 飲酒、喫煙、賭博及びこれに類する行為をなしたもの。 

    十一 法的に禁じられている場所、その他生徒として適当でない場所に出入した

もの。 

    十二 その他校則に違反したもの。 

第３５条 懲戒及び特別指導は、職員会議にはかり校長がこれを行う。 

第７章 防災規定 

第３６条 防災に関する警報が発令されたときの対応を次のとおり定める。 

一 伝達される警報の種類 

大雨警報 洪水警報 大雪警報 暴風警報 暴風雪警報 

二 在校中に警報が発令されたとき 

学校の指示に従う。 

三 在宅中に、奈良県全域、北部、北西部、北東部、五條、北部吉野のいずれか

に「警報」が発令されたとき 

（１）自宅で待機し、 

午前１１時までに、「警報」が解除された時は、直ちに安全な方法で登校

する。 

（２）上記の時刻までに解除されなかった時は、「臨時休業」とする。 

四 在宅中に、南部、南東部、南西部のいずれかに「警報」が発令されたとき 

（１） 北部の生徒は平常通り登校する。 

（２） 南部、南東部、南西部の生徒は、前項三（１）に準ずる。 

また、「警報」が前項の時刻までに解除されなかったときは、登校しな

いものとする。（公欠等の扱い） 

五 登校中に警報が発令されたとき 

情報を知り得た時点で、安全な方法で速やかに帰宅、避難する。ただし、そ

の途上で学校へ避難するのが安全と判断したときは登校し、指示に従う。 

六 その他 

道路や交通機関の状況により生徒が登校できないときは、自宅に待機し、そ

の状況を学校に連絡する。 
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参考 

奈良地方気象台が発表する気象警報等の地域区分は下記の通りである。 

北部 

北西部 

奈良市・生駒市・大和郡山市・天理市・橿原

市・大和高田市・桜井市・御所市・香芝市・

葛城市・生駒郡・磯城郡・北葛城市・高市郡 

北東部 山辺郡（山添村）・宇陀市 

五條・北部吉野 
吉野郡（大淀町・吉野町・下市町） 

五條市（大塔町を除く） 

南部 

南東部 

宇陀郡（曽爾村・御杖村） 

吉野郡（黒滝村・天川村・上北山村・下北山

村・川上村・東吉野村） 

南西部 
五條市（大搭町に限る） 

吉野郡（野迫川村・十津川村） 

 

 

参考 

本校の教科課目及び授業時間数は次のとおりとする。 

課   目 
単 位 数 

１年次 ２年次 

必修課目 

関係法規・制度 １単位 ― 

衛生管理 １単位 ２単位 

美容保健 ２単位 ２単位 

美容の物理・化学 ２単位 ２単位 

美容文化論 １単位 ２単位 

美容技術理論 ２単位 ２単位 

美容運営管理 １単位 １単位 

美容実習 １４単位 １４単位 

小     計 ４９単位 

選択必修課目 

着 付 

１０単位 １０単位 
エステティック 

メイクアップ 

ネイルベーシック 

合     計 ６９単位 

※ １授業時間を５０分とし、１単位を年間計画に基づき３５週行うことを標準とする。 


